
学校現場での取組（事故防止対策）仙台第６８号 

災害共済給付事業部仙台支所（令和７年１０月） 

 

ＪＳＣが作成した事故防止資料の活用事例について 

～（福島県）社会福祉法人愛和会～ 

「こどもを熱中症から守る取り組み」 

 独立行政法人日本スポーツ振興センター（以下「ＪＳＣ」という。）では、学校等にお

ける事故防止の取組に活用できる教材や資料を災害共済給付Ｗｅｂ等で提供しています。 

 今回は、福島県にある社会福祉法人愛和会の３つの園（のぞみの花こども園・ささやの

ぞみ保育園・のぞみの森保育園）で行われた事故防止資料（熱中症の動画）を活用した取

り組みについて並河理事長にお聞きしましたのでご紹介します。 

 

【社会福祉法人愛和会（以下「愛和会」という。）について教えてください】 

 愛和会は、福島県福島市で３つの園と２つの児童クラブを 

運営しています。３つの園の在園児は２００名を超え、毎月、 

保育士のリーダー会を行い安全面や衛生面などについて話し 

合っています。また、日ごろからヒヤリハット事例や危険だった 

園児の行動などを職員間で共有し、重災害が起きないよう安全 

意識を高められるように心がけています。 

  

【今回使用した動画と使用したきっかけについて教えてください】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

 近年猛暑が続いている中、毎年熱中症による死亡事故などを目にするようになり、ま

た、今年から熱中症対策が義務化されたことから、熱中症について危機感を持って取り組

 

並河理事長 



まなければいけないと思い検討していたところ『災害共済給付ナビ』が届き、事故防止動

画を利用しようと思いました。 

 こどもたちには、園児集会を利用し、看護師さんからお話をしてもらい、その後『あつ

いひはきをつけて！かぶのしらせ～こども向け～』を見てもらいました。アニメーション

仕立てでこどもたちも見やすかったのか、何度も繰り返し見ていました。また、合言葉

「かぶのしらせ（ぼうしをかぶろう・水をのもう・大人にしらせよう）」も覚えたよう

で、こどもたちに聞くと「かぶのしらせ（ぼうしをかぶろう・水をのもう・大人にしらせ

よう）」と答えてくれます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者へは、家庭でも気を付けてもらうことを目的として、園児集会に参加してもらっ

たり、連絡用ツールを用いて「なくそう！こどもの熱中症～保護者向け～」を送るなどし

て周知しました。実際、車での送迎がほとんどですが、下のお子さんを車に乗せたままに

しないことやのどが渇く前に水分・塩分を取ることが習慣付いたように思います。 

 また、園児のお迎えの待ち時間でも見ていただけるよう、玄関前で保護者向けの動画を

流しました。すると、園児が保護者に教えてあげている様子も見られ、こどもを通して保

護者のみなさんにも熱中症予防の大切さがわかっていただけたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

みんな動画に 

釘付けだね♪ 



   

職員については、園ごとに研修を行い、より熱中症に

ついての知識を高めることができました。『保育事故防止

＆対応ハンドブック』もフローチャート入りでわかりや

すく、日ごろから活用しています。 

 

   

 

 

【事故防止に取り組む際に大切にしていることはありますか】 

 園内で起きたことは、小さなことでも職員で打ち合わせを行い、危険だったことをすぐ

に共有しています。こどもたちにもケガがあったことを伝え、例えば、「雨のあとはすべ

りやすいよ。」などわかりやすい言葉で伝えています。そうすることにより、大人だけで

なくこどもたちも安全意識が高まっていくと感じています。散歩に出かける時など、大き

い子が小さい子に教えてあげることもあるので、日々伝えていくことが大切だと思いま

す。 

 

【今後、現場であったらいいな！と思う資料などはありますか】 

 やはり動画は、こどもたちが視覚的に見ることでわかりやすい資料だと思うので、熱中

症以外でも作成してほしいです。遊具の事故の動画はありますが、三輪車や園庭での遊び

方などの動画もあれば活用できると思います。今ある資料の絵柄のようなかわいらしい感

じが良いと思います。 

 

【取材を終えて】 

 日ごろからこどもたちが安全安心に過ごせるよう職員の皆さんが考え、こどもたちだけ

でなく保護者のみなさんにも情報を提供することは、とても大切なことだと実感しまし

た。このような取り組みが、少しでも多くの学校や園で行われ、少しでも重災害が減少す

ることを願っております。並河理事長はじめ、お忙しい中取材にご協力いただいた皆さん

ありがとうございました。 

 

【お願い】 

 ＪＳＣでは、今回ご紹介した資料以外にも、多くの事故防止資料を災害共済給付Ｗｅｂ

等で提供しています。こども向けや保護者、先生方向けなどご利用いただける資料が多数

ありますので、是非ご活用ください。 

 

 

 



＜参考資料＞ 

・災害共済給付Ｗｅｂ 

・動画集「あついひはきをつけて！～かぶのしらせ～」 

・動画集「なくそう！こどもの熱中症～先生向け～」 

・動画集「なくそう！こどもの熱中症～保護者向け～」 

・災害共済給付ナビ 

・保育事故防止ハンドブック 

・保育事故対応ハンドブック 

・動画集「なくそう！固定遊具の事故 ～ゆうぐでたのしくあそぼう！～全９種」 

 

 

 

 

 

【問い合わせ】日本スポーツ振興センター災害共済給付事業部仙台支所 

TEL：022-716-2106 E-mail：saigaikyosai-sendai@jpnsport.go.jp 

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/
https://www.youtube.com/watch?v=SvAJCyAmez4
https://www.youtube.com/watch?v=DR06BQcLkK4
https://www.youtube.com/watch?v=vFHkiiJ_k7E
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/kankobutu/anzen/tabid/996/Default.aspx
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/anzen_school/bousi_kenkyu/tabid/3026/Default.aspx#handbook
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/anzen_school/bousi_kenkyu/tabid/3026/Default.aspx#handbook
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/tabid/3038/Default.aspx#playground

